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青森県太平洋海区に於ける二隻曳(両手廻し)地曳網の研究

第 1報鯖組兼用二隻曳地曳網の構成に就いて

川崎数ーー・西山作蔵・中村秀男

(北海道大学水産学部漁業学教室〉

Stl.:dies on theBeach Seines of Two-Boat'Operation along the 

Pacific Coast of Aomori Prefecture 

1. 00t1泡ミ∞nstructioIlof the加ach記 ineof' two-boat 

operati6n used for both， mackerel and sardine fishing 

Giichi KAWASAKI， Sakuzo NISHIYAMA and Hideo NAKAMURA 

Abstract 

There are a加ut80 beach seines of two-boat operation in use along the Pacific coast of 
Aomori prefecture. The authors sarr，pled 15 nets from them and made field studies on the con-
struction of them， especially inv侭 tigatedthe values of twine number， mesh size， length of finished 
nets， reefing(hopping)， one-side length of finished wing net and bag net， wing height and cir-
cumference of bag net mouth. 

The mean values and the standard deviations of them were ca1culate， and ther官bythe popula-
tion means of these parts of the nets could be made c1ear. 

The results are as follows， 
1. on twine number 

Large mesh net : m = 4.9 :!:: 0.86 No. 4 wing net : m =4.6士 0.73
No.3 wing net : m = 4.7 :!:: 0.92 No. 2 wing net : m = 3.7士 0.6
No. 1 wing net : m = 3.4 :!:: 0.54 Bag net : m = 5.4 :!:: 0.75 

2. on mesh size 
Large rnesh net : m = 2.5 :!:: 0.46 (sun) No. 4 wing net : m = 1.7士 0.38
No.3 wing net : m = 1.4 :!:: 0.38 No. 2 wing net : m = 1.0 :!:: 0.2 
No. 1 wing net : m = 0.85 :!:: 0.18 Bag net : m = 0.61士 o.ω

3. On reefing 

Large mesh net : m = 0.2士 0.039 No. 4 wing net : m = 0.2 :!:: 0.043 
No. 3 wing net : m = 0.2土 0.039 No. 2 wing net : m = 0.2 :!:: 0.042 
No.1 wing net : m = 0.19士 0.039Bag net : m = 0.22士 0.039

4. On lengths ol finished nets 
Large mesh net : m = ~.8 士 10.1 (ken) No. 4 wing net : m = 41.5 :!:: 10.2 
No.3 wingnet : m = 44.1:!:: 11.8 No. 2 wing net : m = 34.1:!:: 7.7 
No. 1 wing net : m = 30.0 :!:: 6.03 Bag net : m = 16.6士 3.0

5. On one-side length of finished wing net 
m = 187.3土 38.3(ken) 

6. on wing height 
m = 5.0:!:: O.回 (ken】

7. on circumference of net mouth 
m = 12.1:!:: 1.4 (ken) 
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1部 7) 川崎外:ニ隻曳地曳網の研究 1

1緒雷

著者等は先に青森県水産資源開発調査が行われた際其の一部門として漁村実態調査の漁具の宮容を担当し

たob 即ち津軽宇島に属する東西全沿岸，青翻じ東夏泊宇島野辺地湾を経て脇野沢に至る海区誌に下北牛島

太平洋海区.尻屋師より大畑に至る海区と三海区に分け各種網漁具及び釣漁具に就き調査を行い其の中.特

に鯖錦兼用の二隻曳地曳網の使用統数が多い太平洋岸に着目し爾来今日まで其の構成に関して北海道海区の

各種地曳網めと比較調査を続行して居たが此の度，之等調査資事専を利用し統計上.当海区の兼用地曳網は勿

論の事青森県下の全太平洋に於いて使用される兼用地曳網と云う一つの母集団がま凶lilなる構成になって居る

かを検討して見た。

即ち袖網及び嚢網各局部の号数，目合.掛目，仕立上りの長さ.縮結の関係泣に片袖網全長と嚢網長さの

関係，袖丈と婆口全周との関係に就き其の大綱を知る事が出来たので此処に報告すると共に之等の構成の大

綱に基き当海区の鯖鯨兼用の標準型二隻曳地曳網の設計を為し各種地曳網設計上の一基準に為るべく併せて

此処に報告す。

2 資事帯及び調査方法

前記青森県水産資源開発調査が行われた昭和23年7月下旬より三週間岡県太平洋沿岸即ち.八戸市より北

上し尻屋岬に至る海区中.八戸〈鮫町〉市川村，百石村，三川目，尾駿浜，泊，白糠，入口村.尻屋及び尻

労村を歴訪調査せし時の資事ヰ(実態調査泣に聞き込み調査〉を基にし且調査盗事専不充分なる海区に就いては

後日郵送依頼に依り重要斜を取り極めたものである。

そもそも此等の地曳j網は引網類中の地曳網類に属するものでありオ玉県に於いては上北郡海区のものは徳川

初期.宮城県より移行されたものらしく叉下北郡海区のものは140-150年前より北海道噴火湾のものに習い

使用されたと云われて居り全海区の之等の構造は北海道海区のものと大差がない様である。

其の中，資材及び各局部の構成が明瞭なる鯖鑑兼用の二隻曳地曳網中より抽出した無作為標本15統を，青

森県全太平洋海区に於いて使用される兼用地曳網と云う一つの母集団(population】より抽出された標本(

sample")とし之より各局部の母平均の95%の信頼限界を求め検討を加えた♂}

3鯛査鏑果

即ち兼用二隻曳地曳網の構造を袖網部と嚢網部の二部に分割し且袖網の都は荒手網. 4脇. 3脇. 2脇及

び1脇の5部に分割検討を加えて見た。

第1表は標本として取扱った15統の構造を示した。

一般に各種漁網の構成.規模は其の目的漁獲物の種類及び特徴，習性其の他漁場等の点を考慮せねばなら

ぬ事であり此の点より考えて勿論，鯖鱗兼用地曳網と限定されると第1表の如く自然各局部の号数，目合，

縮結等は或る範囲内の数値を示す事が考えられる。

今，袖網及び嚢網部の各局部の号数，目合の度数分布を第 1図，第2図に示した。此等の図を見るに大体

E規分布 (normaldistribution")をなし即ち，それぞれの平均値の附近の度数が多く平均値から離れる程，度

数が少い傾向が見られる。

次ぎに各局部の平均からの散らばり具合を見る為，標準偏差 (standarddeviation)を求めた。

-1. 号数に就いては平均からの散らばりが 1脇. 2脇が割合小さく且，最も細目の網地を使用して居り荒

手網は散らばりが大きく嚢網は最も太目の絹地を使用して居るのが目立つ。

2. 目合に就いての散らばりでは嚢網. 1脇. 2脇が小さく荒手網が最も大きく，且，全般的に見て荒手

網が一番大きな目合で嚢網に行くに従い小目を使用して居る。
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3. 縮絡に就いて見るに

15統の標本中，内割0.43と

云う桁外れの縮結を多三入

れた網があり此の点に就い

て疑意が持たれたので一応

荒手綱に就いて Thompson

の棄却検定法的を利用し

た。即ち.Fo=7.6.F-分布

表でnl=1.02=13.危検至極

5%に対する Fの表値4.67

であり内劃00.43と云う標体

は異常に飛び離れたもので

ある事が解る。其の原因を

当海区の資料或は北海道海

区の各種地曳網の資事専より

検討して見たが各種地曳網

の構成の点又は鯖錨兼用二

隻曳地曳網の構成から見て

も擬様な縮織の多い網は構

成そのものが間違って居る

事が解り標本の中より棄却

する事にした。然る後，縮

結の度数分布を第S図に示

し平均値からの散らばり具

合を見るに大差なく縮絵は

嚢網部に最も多く入れて居

る。

4. 袖網の各局部及び嚢

網部の仕立上りの長さに就

いては各局部の長さが一様

ではなく且，構成上長短の

差が大きい為，袖網各局部

に於いては20間以下.20-

40間， 40-60間， 60-80聞

の4cl摘に分け叉嚢網の部

では10品世l下.10-20間，

20-30聞の3cla舗に分け度

数分布を第4図に示し且，

平均からの散らばりを見る

に嚢網， 1脇， 2脇等は特

に小さく荒手綱. 4脇， 3 
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Table 1. The ∞，nstruction of investigated nets 

子|子:I子|:|干す-Ef714|;|十~I十|すlfltd÷|十!?fltL|÷|司Z-lfltJ|÷lfiiz;lflii;
Note ( 1 sun 3.03 cm 

{m meshes 

II ken : 0.8沼 fathom



脇は梢，同様である。叉此

等仕立上りの長さを縮結の

点から見るに大体網地 100

闘を嚢網では 5つ切り袖網

では 2つ宇或は 2つ切り位

にして使用して居る事が解

る。

5. 片袖網地全長の仕立

上りの長さに就いては50-

120間.120-190間.190-

2伺間.260-泊。問の4class 

tこ分け度数分布を第5図に

示した。

6. 袖網，嚢網各部の掛

数に就いて見るに之は勿論

各漁場の水深による網丈の

決定設に使用目合の決定で

異るが荒手嗣の部に於いて

は目合別に見て大体，他の

局部より掛日数に大差がな

く2寸目7では2∞目前後，

2.5寸目 3寸目では2寸

目の時の809五前後の掛目数

であり 4脇の部では 1寸目

で450目前後叉1.5寸目. 2 

寸目では 1寸目の時の50%

前後. 3脇の部では 6.3分

目で 550目前後. 1寸白で

450目前後.1.5寸目. 2寸

目では 1寸目の時の曲%前

後， 2脇の部では 6.3目で

印0目前後. 1寸目， -1.3寸

目では 6.3分目の時の70%

前後， 1脇の部では 6.3分

自， 1寸目では600-700目

前後1.3寸目では之の50%

前後，次ぎに嚢網の部では

5分目で2，4∞目前後， 5.6 

分目で70%前後， 6.3分目

で659五前後の掛回数であっ
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Table 2. Wing height and circum-
ference of net mouth (finished net 
lengthヲ

-3L也net ;fedl lhWeiignhg t||CiIr副e1?moumthm 

ken ken 
A 4.1 9.4 

B 6.5 14.6 

C 4.9 11・7

D 7.3 16.6 

E 6.7 15.7 

F 5.4 13.0 

G 4.3 11.6 

H 3.0 7.5 

I 4.6 13.0 

J 4.3 11.0 

K 5.7 13.0 

L 5.0 11.0 

M 3.9 10.0 

N 6.1 14.0 

O 3.5 9.0 

集.報

4 
s 
4 
3 
2 

rs 1M 122S 2貯

117.3 

S>> 6'121 

E毎水大北

Frequency polygoD of one side Iength of 

finish吋 wingnet 
Fig.5. 

7. 次ぎに網丈と嚢口金周との関係を見出すべく第2表に

其等の数値を示した。即ち袖丈を2.5-3.5間.3.5-4.5間.

4.5-5.5間.5.5-6.5間.6.5-7.5聞の 5classに分け叉裏口

金周を 7-9間. 9-11間， 11-13間.13-15間.15-17聞

の5classに分け此等の度数分布を第6図に示した。

Part of net mouth Part of wing height 

5
4
3
z
l
 

k
d
d
ι
T
Z
d
内
，

A
F
'

1416 8' 101. 7 6 3 4 

12.1 
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-112-

S-2.5S s S=l2S' 

Fig. 6. 



195η 川崎外:二隻曳地曳網の研究 1

4考療

以上の各局部の関係より之等二隻曳兼用地曳網の標本を基にし青森県下の全太平洋岸に於いて使用される

鯖錨兼用地曳網と云う一母集団の各局部が如何なる構成になって居るかを求むべく母集団平均値の推定を行

い信頼係数95%の信頼限界(∞mfidencelimit)を求めた。

即Mち持各局駒都恥の母膿集団悶平鞘均を加mと叩

1ト. 号数に就いては荒手網の部:m=4.9士0.8槌6(号〉λ，4脇都:m=4.6土0.7沼3C号〉λ，3脇部:m=4.7土

0.9担2(号〕λ，2脇部:m=3.7士0.6広:号〉λ，1脇都:m=3.4土O.ぷ54正〈号〉λ，嚢部:m=5.4:t0.7花5(号〉

2. 目合に就いては荒手網の部:m=2.5士0.46く寸)， 4脇都:m=1.7士0.38:寸)， 3脇部:m=1.4士

0.38~寸)， 2脇都:m=1.0士0.2(寸)， 1脇部:m=0.85土0.18く寸)，嚢部:m=0.61士0.09(寸〉

3. 縮結に就いては荒手網の部:m=0.2:t0.039， 4脇部:m=0.2士O.ω3，3脇部:m=0.2:t0.039， 

2脇都:m"，，0.2士0.042，1脇都 :m芦 0.19土0.039，裏部:m=0.22:t0.039 

4. 仕立上りの長さに就いては荒手網の都:m=37.8:t10.1C間入 4脇部:m=41.5:t10.2C間入 3脇部

: m=44.1士11. 8~間入 2 脇都: m=34.1土7.7C間.;， 1脇部:m=30.0:t6.03~間入嚢部: m=16.6士3.0

f間3

5. 片袖網全長の仕立上りの長さに就いてはm=187.3士38.3~間〉

6. 袖丈に就いてはm=5.0土0.69C間〉・

7. 嚢口会周に就いてはm=12.1士1.4C間〉

以上の構成に基き二隻曳筋量E地曳網の標準型の設計を為し第7図は一般完成図，第8図は調理地の展開を示

し此の構成は次ぎの如し。

Fig. 7. Diagram of beach seine of two boat 0伊ration

荒手網(とで〉

綿*.20番手4-5号2.5寸目， 1∞目掛47.3f'i'I~切(木目結節〉横縫演目1. 5反使用し向学反の網地の一端より

巾75目，長さ15閣のさしわを切落し切落した方を沈子方とす。縮結は内0.2を入れ長さ淳子方31.8間，網丈

手木に近い方を2.2間他方を4.5聞に仕立よげる。

4脇部

向上綿糸1.7寸目， 1∞目掛51.9間切横縫横目2.5反使用し縮結は内0.2を入れ浮子方41.5色調丈五聞に仕立

上げる。

3脇部

向上綿糸1.4寸目， 100目掛55.1慌切横縫横目 3反使用し縮結は内0.2を入れ容子方44.1院網丈5.1聞に仕立

上げる。
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2脇部

綿糸20番手3-4号 1寸目， 11∞目掛42.6間切横縫横目 4反使用し縮絡は・

内0.2を入れ浮子方=*.1間網丈4.8聞に仕立上げる。

1脇都

向上綿糸0.85寸目， 1∞目掛3'l間切演縫横目 5反使用し縮絡は内 0.19を入

れ謬子方30間鯛丈5聞に仕立上げる。

嚢網都

綿糸20番手4-6号0.61寸目， 1∞目掛，21.3間切横縞横目 10反他に同上網

地50目掛12.8間切の 1反さしわ12枚使用し締結は内0.22を入れ嚢口全周12.8

間嚢長さ16.6聞に仕立上げ且，之の網地を二つ折りに合せ接合部には「はつ

びゃく」を用う。

縁網:漆子方は8号綿糸1.5寸目 5目掛，沈子方は8号綿糸14節10目掛〈嚢

部を除く〉

浮子網:マニラロー7.3.5径， 2分径の2本。

浮子方日通糸:岩糸2枚学叉は3()号綿糸を用い且，謬子綱とは4寸間隔に

絡む。

務:子網:マニラロープ3分径2本。

漂子:桐材9x3x1.5寸，間隠は容子返しとす。

沈子:鉛田匁， 1聞に 3-4箇の割合。

立木:橘材2'-2.5寸径6長さは「とで」の巾にて決定す。

股網:マニラロープ6分径， 14-15聞を二つ折りに用う。

曳網:マニラロープ 7-8分径ωo間位。

浮標イどん樽): 1.6-1.7，尺径，高さ 1尺これを嚢口の上部及び両股綱に附

す。

5結言

以上の調査結果より鯖錦を目的とする地曳網の設計詑に構成に関して大綱

を知る事が出来，今後之等兼用二隻曳地曳網は勿論各種地曳網のー参考事項

と成り得れば幸甚である。

向，今後更に数多くの各種地曳網の資料を入手し精細なる検討を加え度い

と思う。
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